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紹
　
介

島
津
忠
夫
著

『和
歌
文
学
史

の
研
究
　
短
歌
編
』

海
　
野
　
圭
　
介

万
葉
の
古
典
か
ら
現
代
短
歌
に
至
る
千
年
余
に
及
ぶ
三
十

一
文
字
の
文
芸
の

歴
史
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
綴
り
、
連
続
す
る
文
学
史
と
し
て
の
俯
腋
図
を
示
さ

れ
た
島
津
忠
夫
先
生
の
大
著
が
上
梓
さ
れ
た
。
本
書
は

『同
　
和
歌
編
』
を
受

け
、
明
治
期
以
降
の
所
謂

″短
歌
″
に
関
す
る
以
下
の
論
考
を
収
め
る
。

一　
近
代
短
歌
の
黎
明
と
『万
葉
集
』

一
一
『
み
だ
れ
髪
』
の
成
立
と
鉄
幹
・

晶
子
　
一二
「明
星
」
の
試
み
―
「ひ
と
夜
語
」
の
共
同
連
作
を
め
ぐ
っ
て
―
　
四

明
治
三
十
五
年
の
歌
壇
―
「明
星
」
所
載
の
鉄
幹
の
見
解
を
中
心
に
―
　
五

「明
星
」
の
終
焉
と
女
流
歌
人
た
ち
　
エハ
与
謝
野
晶
子
と
釈
遇
空
―
近
代

短
歌
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
の
試
論
―
　
七

太
田
水
穂
と
若
山
牧
水
―
明
星
詩

派
か
ら
自
然
派
へ
―
　
八

近
代
短
歌
の
展
開
と

『万
葉
集
』

九

大
正
短

歌
雑
考

①
大
正
短
歌
史
素
描
②
『青
海
波
」
と
『夏
よ
り
秋
へ
』
③
九
条
武
子
と

仏
教
　
十

現
代
短
歌
史
　
十

一　
前
川
左
美
雄
論

０
『植
物
祭
』
―
現
代
短

歌
の
始
発
ｌ

②
前
川
左
美
雄
と
大
和

０
前
川
左
美
雄
の
生
涯
―
略
年
譜
風

に
１

０
前
川
左
美
雄
の
生
涯
―
近
現
代
短
歌
史
上
の
位
置
―
　
十
二

昭
和
十

五
年
の
歌
壇
と
北
原
白
秋
の

『黒
桧
』

十
三

女
流
歌
人
の
変
貌
　
十
四

現
代
短
歌
の
動
向
　
結
章

花
鳥
風
月
の
歴
史
―
結
び
に
か
え
て
―
　
付
録

和
歌
文
学
史
略
年
表
　
和
歌
編

短
歌
編

人
名

。
書
名
索
引
　
あ
と
が
き

コ
ご
～
「八
」
の

「明
星
」
と
与
謝
野
晶
子
を
巡
る
問
題
は
、
中
世
和
歌

・

連
歌
と
共
に
先
生
の
最
も
力
を
注
が
れ
て
い
る
領
域
で
あ
る
。
コ
ご
で
は
、
『
み

だ
れ
髪
』
所
収

「膝
脂
紫
」
「春
思
」
の
歌
風
分
析
か
ら
、
同
時
代
評
、
「明
星
」

掲
載
歌
数
の
推
移
等
の
検
討
を
重
ね
、
『
み
だ
れ
髪
』
に
認
め
ら
れ
る
晶
子
の
歌

風
は
、
そ
の
一
面
を
添
削
の
手
も
加
え
つ
つ
鉄
幹
が
発
掘
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

と
し
、
後
の

『舞
姫
』
に
晶
子
本
来
の
歌
風
の
完
成
を
見
る
。
更
に
、
『
み
だ
れ

髪
』
自
体
の
編
集
も
、
晶
子
上
京
以
前
に
既
に
鉄
幹
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
て
い

た
可
能
性
を
示
唆
し
、
「
み
だ
れ
髪
』
成
立
に
お
け
る
鉄
幹
と
晶
子
の
役
割
を
探

る
。
ョ
一」
で
は
、
鉄
幹
、
晶
子
、
平
塚
紫
袖
に
よ
る

「
ひ
と
夜
語
」
の
連
作
前

半
の
構
想
に

『伊
勢
物
語
」
を
想
定
さ
れ
、
連
句
的
な
手
法
に
合
作
の
価
値
を

見
出
さ
れ
る
（５．
頁
）。
短
歌
の
表
現
世
界
を
『新
古
今
集
』
『玉
葉
集
』
（９０
頁
）、

「徒
然
草
』
（９６
頁
）
に
準
え
述
べ
ら
れ
る
点
と
同
様
、
島
津
先
生
の
な
ら
で
は

の
古
典
作
品
へ
の
深
い
理
解
と
史
的
展
望
に
基
づ
く
指
摘
と
言
え
、
「古
典
和
歌

の
研
究
者
に
は
是
非
と
も

「短
歌
編
」
を
、
近
現
代
短
歌
の
研
究
者
や
現
代
歌

人
に
は
、
是
非
と
も
「和
歌
編
」
を
読
ん
で
ほ
し
い
と
思
う
の
で
あ
る
」
（四
頁
）

と
記
さ
れ
る
意
図
を
察
し
て
余
り
あ
る
。

近
代
短
歌
史
に
お
け
る
女
流
の
位
置
と
そ
の
役
割
を
定
位
す
る
「五
」
、
釈
運

空
の
晶
子
評
を
端
緒
に
晶
子
の
評
価
の
問
題
、
晶
子
晩
年
の
文
学
史
的
意
義
を

述
べ
る

「六
」、
「ア
ラ
ラ
ギ
」
歌
人
と

『万
葉
集
』
と
の
拘
わ
り
を
辿
り
、
多

様
な
理
解
の
あ
り
方
を
説
く

「七
」、
「ア
ラ
ラ
ギ
」
の
変
容
を
同
時
代
評
を
交

え
綴
る

「十
」、
前
川
左
美
雄
の
事
跡
を
紡
ぎ
つ
つ
、
現
代
短
歌
の
始
発
と
し
て

の
意
義
を
見
出
す

「十

一
」
等
も
、
和
歌
文
学
と
そ
の
表
現
の
史
的
展
開
を
考

え
、
ま
た
、
理
解
す
る
上
で
貴
重
な
指
摘
に
満
ち
、
後
進
を
魅
了
す
る
。

「十
四
」
以
降
の
現
代
短
歌
を
対
象
と
し
た
諸
論
に
は
、
時
に

″歌
人
″
島

津
忠
夫
の
顔
も
垣
間
見
せ
つ
つ
、
筆
は
俵
万
智
に
ま
で
及
ぶ
。
こ
の
章
は
、
大

阪
大
学
に
お
け
る
退
官
講
義
に
基
づ
い
て
お
り
、
講
筵
の
末
席
に
列
し
た
稿
者

に
は
懐
か
し
い
限
り
で
あ
る
。
『同
　
和
歌
編
』
と
共
に
角
川
源
義
賞
受
賞
。
（角

川
書
店
　
平
成
九
年
九
月
　
一
一七
〇
頁
　
一
四
、
○
○
○
円
）

―
―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―


